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前回定例会(７月２日)以降の原子力規制庁の動き 

 

  平 成 ２ ６ 年 ８ 月 ６ 日  

柏崎刈羽原子力規制事務所  

 

【原子力規制委員会】 

（７月 ９日定例会） 

○実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則の解

釈の一部改正等について 

  米国のByron2号機における1相開放故障により安全系補機類が停止した事象を踏

まえた、実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する

規則の解釈の一部改正（案）等について、平成２６年６月５日～７月４日の間、行

政手続法に基づく意見募集を実施しました。 

提出された意見を踏まえ修正した上で、規則の解釈を一部改正し、即日施行する

ことが了承されました。 

 

（７月１６日定例会） 

○九州電力株式会社川内原子力発電所１号炉及び２号炉の発電用原子炉設置変更許

可申請書に関する審査書案に対する意見募集等について 

  原子力規制委員会は、平成２５年７月８日に九州電力株式会社から提出された川

内原子力発電所の発電用原子炉設置変更許可申請書及び同申請の補正書の提出がな

されたことから、本申請について、審査会合等において審査を進めてきたところで

すが、原子炉等規制法に適合しているものと認められることから、審査の結果の案

を取りまとめることとし、科学的・技術的意見の募集を行うとともに、原子力委員

会及び経済産業大臣の意見を聴くこととしました。（別添１） 

  詳細は、ホームページでご確認下さい。 

  http://www.nsr.go.jp/committee/kisei/h26fy/data/0017_01.pdf 

 

（７月３０日定例会） 

○平成２６年度第１四半期における専決処理について 

  事務局より原子力規制委員会への報告が必要となる専決事項に関する平成２６

年度第１四半期における専決処理案件の報告がなされ、委員会として了承いたしま

した。 

  詳細は、ホームページでご確認下さい。 

  http://www.nsr.go.jp/committee/kisei/h26fy/20140730.html 

 

（８月６日定例会） 

○平成２６年度第一四半期における保安検査結果について 

 平成２６年度第１四半期（４月～６月）に実施した核原料物質、核燃料物質及 

び原子炉の規制に関する法律（以下「原子炉等規制法」という。）に基づく保安 

http://www.nsr.go.jp/committee/kisei/h26fy/data/0017_01.pdf
http://www.nsr.go.jp/committee/kisei/h26fy/20140730.html
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検査の結果等を報告し、了承されました。 

（別添２：柏崎刈羽原子力発電所に対する検査項目及び検査結果報告書を抜粋） 

 

○実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則の解釈の一部改正等

について 

「実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則の解釈の一部改正

（案)」並びに「実用発電用原子炉及びその附属施設における破壊を引き起こす亀裂

その他の欠陥の解釈（案）」について行政手続法に基づく意見募集、並びに日本機械

学会が策定した「発電用原子力設備規格 設計・建設規格（2012 年版）」<第１編 軽

水炉規格>（JSME S NC1-2012）に関する技術評価書（案）及び「発電用原子力設備

規格 材料規格（2012 年版）」（JSME SNJ1-2012）に関する技術評価書（案）並びに

設計・建設規格 2005 年版(2007 年追補版)及び亀裂解釈を引用しているガイドの規

定の整理の観点からの改正について任意の意見募集を実施しました（意見募集期

間：平成２６年６月１９日～７月１８日、御意見数：２２通）。 

 

 お寄せいただいたご意見を踏まえ、以下について了承されました。 

①実用発電用原子炉及びその附属施設の技術基準に関する規則の解釈（平成２５

年６月１９日付け原規技発第 1306194 号）の一部改正 

②実用発電用原子炉及びその附属施設における破壊を引き起こす亀裂その他の欠

陥の解釈の制定 

③日本機械学会「発電用原子力設備規格 設計・建設規格（2012 年版）」<第１編 軽

水炉規格>（JSME S NC1-2012）に関する技術評価書の策定 

④日本機械学会「発電用原子力設備規格 材料規格（2012 年版）」（JSME SNJ1-2012）

に関する技術評価書の策定 

 

 また、上記解釈の一部改正を受けて、以下のガイドを改正することが了承されま

した。 

①原子力発電所の竜巻影響評価ガイド（平成２５年６月１９日付け原規技発第

13061911 号） 

②原子力発電所の内部溢水影響評価ガイド（平成２５年６月１９日付け原規技発

第 13061913 号） 

③発電用原子炉施設の工事計画に係る手続きガイド（平成２５年６月１９日付け

原規技発第 13061920 号） 

④発電用原子炉施設の溶接事業者検査に係る実用発電用原子炉の設置、運転等に

関する規則のガイド（平成２５年６月１９日付け原規技発第 13061922 号） 

⑤発電用原子炉施設の使用前検査、施設定期検査及び定期事業者検査に係る実用

発電用原子炉の設置、運転等に関する規則のガイド（平成２５年６月１９日付

け原規技発第 13061923 号） 

⑥耐震設計に係る工認審査ガイド（平成２５年６月１９日付け原管地発第

1306195 号） 
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⑦耐津波設計に係る工認審査ガイド（平成２５年６月１９日付け原管地発第

1306196 号） 

 

○実用発電用原子炉に係る特定重大事故等対処施設に関する審査ガイド（案）及び実

用発電用原子炉に係る航空機衝突影響評価に関する審査ガイド（案）に対する意見

募集の実施について 

 実用発電用原子炉及びその附属施設の位置、構造及び設備の基準に関する規則

（平成２５年原子力規制委員会規則第５号）附則第２項において、特定重大事故等

対処施設は、平成３０年７月７日までに設置しなければならないと定められている

ことから、以下の審査ガイドを制定することが了承されました。 

・実用発電用原子炉に係る特定重大事故等対処施設に関する審査ガイド 

・実用発電用原子炉に係る航空機衝突影響評価に関する審査ガイド 

審査ガイド制定にあたっては、行政手続法（平成５年法律第８８号）に定める命

令等に該当するものではないが、任意に行うものとして意見募集を実施することが

了承されました。 

（今後の予定） 

○ 意見募集の実施 平成２６年８月７日(木)から９月５日(金)までの３０日間 

○ 原子力規制委員会決定 平成２６年９月中旬 

○ 施行 平成２６年９月中旬 

 

【（合同審査会）原子炉安全専門審査会・核燃料安全専門審査会】 

 ８月 １日 第２回 

 

【原子力規制委員会 検討チーム等】 

○原子力発電所の高経年化技術評価等に係る審査会合 

 ７月２９日 第６回 

 

○技術情報検討会 

 ７月 ７日 第９回 

 

○原子力規制委員会政策評価懇談会 

 ７月２２日 第１回 

 

○設計・建設規格及び材料規格の技術評価に関する検討チーム 

 ８月 １日 第５回 

 

○溶接規格の技術評価に関する検討チーム 

 ８月 １日 第１回 
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○原子力発電所の新規制基準適合性に係る審査会合 

７月 ４日 第 122 回会合   ７月１１日 第 123 回会合 

７月１８日 第 124 回会合   ７月２２日 第 125 回会合 

７月３１日 第 126 回会合（非公開）、第 127 回会合 

８月 １日 第 128 回会合 

８月４、５日 泊発電所１、２、３号機 現地調査 

８月 ５日 第 129 回会合 

 

[柏崎刈羽原子力発電所 ６・７号炉 審査状況] 

 ７月 ８日 地震等に係る新基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（１４） 

７月 ９日 新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（５４） 

７月１４日 新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（５５） 

３社４プラント合同ヒアリング（２３） 

７月１５日 新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（５６） 

３社４プラント合同ヒアリング（２４） 

７月１６日 新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（５７） 

３社４プラント合同ヒアリング（２５） 

７月１７日 新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（５８） 

３社４プラント合同ヒアリング（２６） 

７月２２日 第１２５回審査会合 

       東京電力（株）柏崎刈羽原子力発電所６・７号機の確率論的

リスク評価（ＰＲＡ）について 

７月２３日 新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（５９） 

       新規制基準適合性審査に関する審査会合への対応について 

３社４プラント合同面談 

 ７月２４日 新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（６０） 

 ３社４プラント合同ヒアリング（２７） 

 ７月２９日 新規制基準適合性審査に関する事業者ヒアリング（６１）  

＜東北電力、東京電力、中国電力合同ヒアリング＞ 

８月 ５日 第１２９回審査会合 

東京電力(株) 柏崎刈羽原子力発電所６・７号機の設計基準

への適合性（静的機器の単一故障）について 

 

【原子力規制庁ホームページ】 

（７月 ７日） 

○東京電力株式会社から柏崎刈羽原子力発電所の溶接安全管理審査の申請を受理し

ました 

原子力規制委員会に提出された申請書については、溶接安全管理審査後、その結

果も併せて公表する予定です。 
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（７月１８日） 

○東京電力株式会社から発電用原子炉主任技術者選任・解任届出書を受領しました 

東京電力株式会社から、発電用原子炉主任技術者選任・解任届出書を受領しまし

たので、公表します。 

 

（７月１７日） 

○日本原燃株式会社（廃棄事業者）濃縮・埋設事業所廃棄物埋設施設の廃棄物確認に

係る廃棄物確認証を交付しました 

  日本原燃株式会社（廃棄事業者）から、平成２５年１０月２５日付けで申請があ

った東京電力株式会社柏崎刈羽原子力発電所において発生した廃棄体に対する濃

縮・埋設事業所廃棄物埋設施設の廃棄物確認について、核燃料物質又は核燃料物質

によって汚染された物の第二種廃棄物埋設の事業に関する規則及び核燃料物質等の

第二種廃棄物埋設に関する措置等に係る技術的細目を定める告示に規定する技術上

の基準に適合していると認められたことから、平成２６年４月２４日、２５日及び

５月８日付けで廃棄物確認証を交付しました。 

 

（７月２２日） 

○東京電力株式会社から柏崎刈羽原子力発電所の溶接安全管理審査申請書を受理し

ました 

原子力規制委員会に提出された申請書については、溶接安全管理審査後、その結

果も併せて公表する予定です。 

 

（７月２５日） 

○東京電力株式会社から柏崎刈羽原子力発電所の原子炉設置許可に係る変更の届出

を受理しました 

核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律第４３条の３の８第３項

の規定に基づく工事計画の変更の届出を受理しました。 

・固体廃棄物処理系の固化装置の変更に伴う工事の工事計画の変更 

・低伝導度廃液系のクラッド除去装置の廃止に伴う工事の工事計画の変更 

 

（７月３１日） 

○東京電力株式会社から柏崎刈羽原子力発電所の溶接安全管理審査申請変更届出書

を受理しました 

  溶接安全管理審査申請書の変更届出となります。 
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（８月１日） 

○東京電力株式会社から放射線測定設備現況届出書を受理しましたので、公表します 

  平成２６年６月２０日に東京電力株式会社から柏崎刈羽原子力発電所の放射線測

定設備現況  届出書を受理しましたので、公表します。 

  詳細は、ホームページでご確認下さい。 

  http://www.nsr.go.jp/activity/bousai/law/NEP/26/08/0801-1.html 

 

【柏崎刈羽原子力規制事務所関係】 

○安全文化・組織風土劣化防止に係る取り組みの総合評価について（指導） 

平成 25 年 4 月 1 日から平成 26 年 3 月 31 日に行われた、柏崎刈羽原子力発電所に

おける安全文化醸成活動について、別添３のとおり評価し、通知しました。 

 

 

  以  上 

http://www.nsr.go.jp/activity/bousai/law/NEP/26/08/0801-1.html


   

九州電力株式会社川内原子力発電所１号炉及び２号炉の発電用原子炉

設置変更許可申請書に関する審査書案に対する意見募集等について（案） 
 

平成２６年７月１６日 

原子力規制委員会 

 

１．審査結果の取りまとめについて 

原子力規制委員会は、平成２５年７月８日に九州電力株式会社から核原料物質、

核燃料物質及び原子炉の規制に関する法律（以下「原子炉等規制法」という。）第

４３条の３の８第１項の規定に基づき提出された川内原子力発電所の発電用原子

炉設置変更許可申請書を受理した。また、平成２６年４月３０日及び６月２４日に、

同社から当委員会に対し同申請の補正書の提出がなされた。 

当委員会は、本申請について、審査会合等において審査を進めてきたところ、原

子炉等規制法第４３条の３の８第２項において準用する同法第４３条の３の６第

１項各号のいずれにも適合しているものと認められることから、別紙１のとおり審

査の結果の案を取りまとめることとし、科学的・技術的意見の募集を行うとともに、

原子力委員会及び経済産業大臣の意見を聴くこととする。 

 

２．意見募集の実施 

別紙１添付の審査書案に対し、科学的・技術的意見の募集を行う（平成２６年７

月１７日（木）から平成２６年８月１５日（金）までの３０日間）。 
 

３．原子力委員会への意見聴取 

原子炉等規制法第４３条の３の８第２項において準用する同法第４３条の３の

６第３項に基づき、別紙２のとおり同法第４３条の３の６第１項第１号に規定する

許可の基準の適用について原子力委員会の意見を聴くこととする。 

 

４．経済産業大臣への意見聴取 

原子炉等規制法第７１条第１項に基づき、別紙３のとおり経済産業大臣の意見を

聴くこととする。 

 

５．今後の予定 

科学的・技術的意見の募集並びに原子力委員会及び経済産業大臣への意見聴取の

結果を踏まえ、原子炉等規制法第４３条の３の８第１項の規定に基づく当該設置変

更許可申請に対する許可処分の可否について判断を行う。 
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平成２６年７⽉７⽇ 
 

東京電⼒株式会社 
柏崎刈⽻原⼦⼒発電所⻑  殿 

  
 

柏崎刈⽻原⼦⼒規制事務所 
統括原⼦⼒保安検査官 内藤 浩⾏ 

 
 

安全⽂化・組織⾵⼟劣化防⽌に係る取り組みの総合評価について（指導） 
 
平成 2５年 4 ⽉ 1 ⽇から平成 2６年 3 ⽉ 31 ⽇に⾏われた、柏崎刈⽻原⼦⼒発電所にお

ける安全⽂化醸成活動については、下記のとおり評価しましたので通知します。 
なお、取り組み要請事項については、確実に実⾏されるよう求めます。 
 

記 
 

（取組み要請事項） 
 ⼿順の変更等による事故・故障等を未然に防ぎ、安全性への影響評価を常に⾏える組織を
⽬指すため、常に問いかける姿勢を持って、作業管理を⾏うことを要請する。 
 また、作業員の安全性を確保するため、慣れた作業であっても、過去に類似・再発事象の分
析結果や、管理、監督の不備によるトラブル事例等を⼗分に学習した上で、作業管理を⾏う
ことを要請する。 
 

（奨揚がふさわしい取組み） 
  朝のあいさつ運動、⼥性職員による改善活動（クールなでしこ）、若⼿社員による業務合
理化を推進するための話し合いを実施するなど、良好な職場⾵⼟の醸成に取り組んでいる。 

 
（総合所⾒） 

平成２５年度における事業者の安全⽂化・組織⾵⼟の劣化防⽌に係る取組は、計画ど
おり実⾏され、不適合件数の減少等からも継続的な改善が⾏われていると評価できる。 

⼀⽅、事業者は、安全⽂化要素の「事故・故障等の未然防⽌に取組む組織」及び「上級
管理者の明確な⽅針と実⾏」等について、今後改善が必要であると⾃らを評価し、次年度の
取組として、管理者層とメンバー層、協⼒企業とのコミュニケーションの⼀層の充実等を掲げて
おり、これらの取組の状況や成果について、今後とも継続した監視を⾏うこととする。 

 
以 上 
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